
中学 第3学年 理科指導案（略案）

日 時：令和6年5月00 1=I (O)

対 象：第3学年○組 ○名

学校半!：江戸川区立擬IIIW I1:!学校

桁導教興：小拝 渕稚教諭

授 業 者：根本 脩平
1 単元名

「化学変化とイオン」2章 酸，アルカリとイオーン（東京書籍）
2 単元の目標

・ 化学変化をイオンのモデルと関辿づけながら，雌・アルカリ，岬llと塊について韮本的な概念やﾙ湖|!

l 法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作
や記録などの蕪本的な技能を身につけている。

・ 水溶披とイオンについて，見通しをもって観察，実験などを行い，イオンと関遮づけてその結果を分
析して解釈し，化学変化における規則性や関係性を見いだして表現‘しているとともに，探究の過程を
振り返るなど，科学的に探究している。

。 水溶液とイオンに関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学
的に探究しようとしている。

3 本時

(1) 本時の目標

・ 酸性・アルカリ性の水溶疲に溶けている物質の化学式を書き，この化学式から共通して存在するもの
を，理由を挙げて予想している。【知識・技能】

・ 醗性・アルカリ性を示すもののJE体について，実験紬果から自分の考えをまとめて，表現できてい
る。【思考力・判断力・表現ﾉﾉ】

(2) 本時の展開（授業場所：第3学年各教室）

時間 学習活動と内容（○発問） 指導上の留意点・評価（★/☆）

・毅師の問いかけによる。詳しい内容までは触れ

ない｡

・前時までに酸‘性・アルカリ性の水溶椴の,MI"

について学んだことを振り返る。

○酸性・アルカリ性の水溶被が共通す-る性鷺を

示すのはi可が原因だろうか。

(予想される生徒の反応）

画共通する原子が含まれている。

・共通するイオンが含まれている。

･物質の名前のみが示されたスライドを提示しな

がら発問する。

導入

15分

○水に溶けると醗性を示す物街に共通寸一るﾙi! r･

はあるか。また，水に溶けるとアルカリ性を

示す物質に共通する原了･はあるか。

(予想される生徒の反応）

■酸には水素が含まれる。

■アルカリ性には水素，雌然が含まれる”

･物哲の名前に加えて，化学式が示されたスライ

ドを提ボしながら発IM1する。



｢－ I
。実験3の結果かう雌性の水溶披やアルカリ性

の水溶披には電流が流れたことを確認する。

う雌性の水溶披やアルカリ性

i耐が流れたことを確認する。
1

○水に溶かすと電気が流れる物質のことを何と

いう。

○龍解質は水に溶7｣､寸一とinlが起こる。

○篭剛すると，物侭はどうなる。

罰が流れる物質のことを何と ・イオンの存在に気づかせる発問をする。

｣､寸一とinlが起こる。

Tはどうなる。

・水に溶けて酸性《三アルカリ性を示す物質の電

離を表す式を書く。

三アルカリ性を示す物質の電 ★酸性・アルカリ性の水溶液に溶けている物質の

〈。 化学式をIEL<書けている。【知/記述分析】

【課題】雌M

・課題に対する仮高

(予想される生徒の

ロ酸性の水溶液に'1

はOH-が共通して

ﾐやアルカリ性の水祷液には，それぞれ何が共通して存在しているだろうか。

蹄
､リントに記入する。

|r,アルカリ性の水溶椴に

存在している。

･ BTB溶液の特徴と電気の｣lfl攪について復習す

る。

・実験の方怯についての説明を聞く。

【実験4］

(準備物）

保護メガネ，ろ紙 べI､リⅢ，ピンセット，ク

リップ付き銅線，能源装置，金堀製クリップ，

(2)，スライドガラス(2)

(薬品）

塩化ナトリウム水鰡,M(5%), BTB溶液，塩酸

(5％)，水醗化ナトノウム水溶液(59も）

(準備）

BTB溶液を加えた塩I化ナトリウム水溶液に帯状

(1. 5×6 cm)のろ紙潅班の2倍の数つけてお

く。

・考察に必要な情報として, BTB溶抜の特徴と電

気の性質についての説明を行う。

・実験を行うときは莱掘Iが目に入らないように保

誰メガネを椅刑させる､

・塩化ナトリウム水溶披，塩酸，水酸化ナトリウ

ム水溶液は点眼びんに入れ，実験班分用意す

る。

展開

20分

①スライドガラスを2枚並べた上に大きさを合

わせたろ紙を戦せ’両端を金属製クリップで

止める。

②ろ紙に蛎化ナ|､リウム水溶彼を滴~ﾄﾞし，湿ら

せた後, BTB溶液でつけた幣状のろ紙2枚を

ピンセットでつかみ，電流が流れる方向に合

1



｢一一一一ー

’
わせて粒せる。

③細く切ったろ紙をピンセットでつかみ，塩

酸，水醗化ナトノウム水締液で湿らせ, BTB

溶披につけたろ紙の11 1央に慨く。

④金属製クリップ《上電源装榿を接続し，5分

H, 10Vの電流巻硫し，塩雌や水酸化ナトリ

ウム水溶椴を付けたろ紙周辺にどのような変

化があるか観察し，記録1－る。

’

／★
ダ

‐~~－戸
・実験の結果を文輩や図を用いて，論理的かつ

具体的に記述する。

☆水溶彼とイオンにIM1する享1}:物・現象に進んでか

かわり，見皿しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。【態/記述分

析】

まとめ

15分

・授業で分かった斗と，新しく学んだことと螺
1

想・疑問を記人寸る｡

jllli" ･技能一知, ''iil考ノノ・判|斬力・炎現ﾉﾉ一jIﾘ､,-I§体的に‘γ:稗に取り糸llむ熊峻→熊

★は記録に残す洲lli,☆は柑導に活かす評価

(3) 評価基準

観点：知識・技能

A ｜｝
一 一一－ ~ 一T一L~ローーロニ一』L- －一一 一一一-'一一 一L一一-一ニーニーーー可面■■一一 一 一一f_弓一一 →－ －－－』 一一一

C

雌'性・アルカリ性の水溶液に溶

けている物質の化学式をIEしく

課けていない。または，この化

学式からそれぞれの水溶披に共

通して存在するものを挙げて子，

知できてい竃い･

’

鮒雪
水

式

,ｲd学式か
II ;, アルカ

l－が共通して

予想してい

醗性・アルカリ性の

けている物質の化学

書けている。そして

ら酸性の水溶液には

り性の水溶液には01

存在していることを

る。

酸'性・アルカリ性の水溶液に溶

けている物賀の化学式を正しく

書けている．そして，この化学

式からそれぞれの水溶被に共通

して存在するものを挙げて予仙

Lている。

’ ’
’

観点：思考力・判|析力・表現ﾉﾉ

A B C

実験結果をもとに酸性を示すも． 実験紬果をもとに醗性を示すも 実験結果をもとに雌性を示寸-も

のの正体がH十であること，アル のの服体が1I卜である苫と．アル のの硴休がlrである豆ル アル

B C

実験紬果をもとに醗性を示すも 実験結果をもとに雌’眺を示寸-も

のの服体が1Iﾄ である苫 と，アル のの硴体が1rであること，アル

カリ性を示す-もののl E体には011‐ カリ性を示すものの11三体には()1 1-

があることを見いだして，表現 があることを見いだして，表現

できている。 できていない。

カリ性を示すものの正体こはOll

があることを見いだして イオ
｜

ンのモデル図などを用い朧がら

表現できている。
ヨーヨーユーヨーユー 一一 －〒－Iニニ ーーーニ一＝一一－ 一一 ~ユユーー L一一←＝L』■一ユー ー ー ーーL--- 一－－－－可F己画一11-一五一1-- ニー ーー ーー可－ －匹ユ ー ーー ーユ ー－』 一一一 Tマーーーーー 1- 五毛面＝レェュニニーー－ ＝ 』-－－ _ _王
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中学 第3学年 理科指導案（略案）

日 時：令和6年5月00日（○）

対 象：第3学年○組 ○名

学 校 名：江戸川区立篠崎中学校

指導教風：小梓主係数諭

授 業 者：根本 絹平

1 単元名

「地球と宇宙」1章 地球の運動と天体の動き（東京書撫）

2 単元の目標

・ 身近な天体とその通勤に|對する特徴に注目しながら，11燗連動と|と}職 年周運勤と公II砥について雄本

的な概念や法則を理解するとともに，それらの観察の技能を身につける。

・ 天体の動きと地球の自転・公転について，天体の観察などを行い，その結果や鯏斗を分析して解釈

し，天体の動きと地球の自転・公転についての特徴や規則’性を見いだして表現する。

・ 天体の動きと地球の自蛎・公1膳に関する事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究しようとしている。

3 本時

(I) 本時の目標

実習を通して，地球が太陽の周りを公榧することによって，季節ごとに地｣,からの星蝿の見え方が変わる

ことを理解し，記述する。【知識・技能】

(2) 本時の展開（授業場所 ：第3学年各教室）

時間 学習活動と内容（○発問） 指導上の留意点・評価（★/☆）

・敬師の問いかけによる。詳しい内容までは触れ

ない．

・前時までに太陽 星の1日動きを学習したこ

とを振り返る。

・国立天文台4吹元デジタルビューワー

「Mitaka」で夏の星座と冬の星座を見て，季

節ごとに見える星が変わることを見いだす-．

・数科菩は閉じておく。スクリーンが見えにくい

場合には，教科悪p. 212の写真を見せる。

○季節ごとに見える星が変わるのばどうしてだ

ろうか。

（予想される生徒の反応）

■地球が自転しているから。

ロ星が動いているから。

衝太陽のまわりを地球がまわっているから。

導入
l

iO分

○同じ地点で24時間後に見られる夜空の星は

同じだろうか。

(予想される生徒の反応）

ロほとんど同じだと思う。

・季節で星蝿が変化するから1日でも少し変わ

ると思う‘，

・地球の自転による説明では，天体の1年の動き

に矛j蘭が生じることについて考えさせ，地球が

公蝿していることの説iﾘIへ導入する。



ン

’ ・公帷についての説lﾘ1を聞き，プリントl器の’・プリンl､を配布する。

穴埋めをする。

・教科書p. 212の図2の説明を聞き，太'場が見

える向きと反対側が真夜中になること，太'場

の周りを公il瞳することから太'場の反対側の最

色が変わることに気づく。

【課題】真夜中に見られる星座は,1

・課題に対する仮説をプリントに記入する。

(予想される生徒の反応）

■1年後は同じ場所に戻ってくる。

口1年は12か月だから,lか月には30．束か

西に移動寸一る。

■今見えている星座は，半年後に太陽の裏側に

移動するので見えなくなる。

ｲi皇を肌してどのように移り変わるだろうか。

・教科書l). 213の仮説を参考に天体の1年の動き

の規則性を予測し，記述するように指導する。

・教科許p､212の図2において，注目する星座の

場所を決y)て仮説を立てる。

・モデル実習に必要な物を配布する。

・太|場を中心に地球が公権していることを確かめ

させる。

・地球のモデルで，太陽側が軽，反対側が役に色

付けされていることを確かめさせる。

展開

30分

・星座リングに譜かれているHは地球から見て太

陽と同じ方向に星座が位置するときの時期であ

ることにil蝋させる。

･ ILI分が地味のモデルの上にいたら，太陽や星j蕊

がどの方lf'lにいつ院l,えているかをモデルの ･部

を拡大して考えることを説明しておく。

・地球の公梱こよって真夜中に南中する星l坐が1

カ月でどの方角にどれくらい移動して見‘えるか

も考えさせたい。

_ 一 一一 r一一一一 一一

I実習l】

①モデルをつくる

・教科書の付録についている地球回転板と台

紙をスナップボタンで取り付･け，地球と太

陽のモデルとする。

・教科書p､214～215の図3（以~ﾄ，星座り

ング）を輪にして太陽がリングの中央にく

るよう配置する。

②星座を確認する

・5月の位置に地球回転板を回す。

・地球から見て，太陽の反対方向にある星廊

をプリントに記入寸一る。

・地球から見て，太陽と同じ方Ih1にある星雁

をプリントに記入する。

③個人で地球の位置を動かして調べる

・太陽を中心にして，反時計|回lりに地球を回

転させ，公転の向きを確認する。

・地球の真夜中に南の業に見える星座と太'場

と同じ方向にある星座の移り変わりを調べ

る。



－

’ ’’
・個人で地球の公転によって見える星座の移り

変わりについて，仮説に対する瀞えや気づい

たことを記入する。

★地球が公転することによる星座の秘り変わりを

1Eしく記録しており，地球が太陽の周りを公幅す

ることによって，季節ごとに地上からの星座の見

え方が変わることを記述できている。【知/記述分

析】

・班で考察した内容を共有し，その後，班でど

のような意見があったか，全体に発表する。

・机を班の形にするように指示する。発表後，机

を班の形から元に戻させる。

・国立天文台4次元デジタルビューワーー

「Mitakajで1日後や1ヵ月後の夜空を見

て，同じ地点，時間に観察すると，東から西

に移動して見えることを確認する。

・年周運動についての説明を聞き，プリント2

番の穴埋めをする．

・授業を行う時期に見える星朧に焦点を当てて観

察する（てんびん恥)。

－

☆天体の助きと地球の自転・公転に関する瓢:物・

現象に進んでかかわり，見地しをもったり振り返

ったりするなど，科学的に探究しようとしてい

る。【態/記述分析】まとめ

6分

・黄道についての説明を聞き，プリント3器の

穴埋めをする。

’
・授業で分かったこと，新しく学んだことと黙

想・疑問を記入する。 ’
知識・技能→知,卿考力・判断力・表現力→思，主体的に学習に取り組む態度→態

I

★は記録に残す評価，☆は指導に活かす評価

(3) 評価基準

観点：知識・技能
－

’
一一一 三一

C

実習lの絲果が正しく記録でき

ておらず，季節ごとに地上から

の塁雁の見え方が変わることを

記述できていない。

A

実習lの結果が正しく記録でき

ており，地球が太i場の周りを公

権することによって，季節ごと

に地上からの星座の見え方が変

わることを記述できている。

B

実習lの結果が正しく記録でき

ており，季節ごとに地上からの

星朧の見え方が変わることを記

述できている。


